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陳
情

意
見
書

・

陳
情
・
意
見
書
は

６
面
に
も
掲
載

（

）

離
れ
て
暮
ら
す
親
子
の
交
流
は

「
親
子
交
流
」
と
の
表
現
に

市
と
し
て
気
候
非
常
事
態
の
宣
言
を

令
２
陳
情
第
11
号　
「
面
会
交
流
」
か

ら
「
親
子
交
流
」
へ
の
名
称
変
更
を
国

に
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

別
居
・
離
婚
後
の
「
面
会
交
流
」
と

い
う
表
現
は
、
親
子
の
交
流
を
表
現
す

る
に
は
不
適
切
で
あ
り
、「
親
子
交
流
」

へ
名
称
変
更
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
子
供
が
別
居
し
て
い
る
親
と
会

う
際
に
は
、
消
極
的
な
場
合
も
あ
る
。

面
会
は
「
会
う
」
と
い
う
意
味
で
幅
広

く
使
わ
れ
て
お
り
、
名
称
に
問
題
は
な

く
、
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
「
面
会
交
流
」
の
表
現
は
広
く

使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
当
事
者
に
と
っ

令
２
陳
情
第
３
号　
市
に
気
候
非
常
事

態
宣
言
を
求
め
る
陳
情

令
２
陳
情
第
６
号　
市
に
気
候
非
常
事

態
宣
言
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
計
画
を
立

て
取
り
組
む
こ
と
、
防
災
・
減
災
対
策

と
し
て
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
に
わ
た

る
対
策
強
化
を
図
る
こ
と
、
子
ど
も
た

ち
が
未
来
に
希
望
を
持
て
る
よ
う
、
地

球
環
境
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
環

境
教
育
や
市
民
へ
の
啓
発
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
な
ど
を
含
ん
だ
気
候
非
常
事

態
宣
言
を
行
い
、
市
が
率
先
し
て
環
境

問
題
に
取
り
組
み
、
事
業
者
な
ど
へ
協

力
を
促
す
こ
と
や
、
市
民
へ
の
啓
発
を

積
極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
に

て
は
面
会
と
い
う
言
葉
に
敷
居
の
高
さ

な
ど
が
あ
り
、
言
葉
そ
の
も
の
に
重
圧

を
感
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
択
し
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
３
号　
「
面
会
交
流
」
か

ら
「
親
子
交
流
」
へ
の
名
称
変
更
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

子
ど
も
と
離
れ
て
暮
ら
す
親
と
の
交

流
を
よ
り
適
切
に
表
現
す
る
た
め
、

「
面
会
交
流
」
と
い
う
名
称
を
「
親
子

交
流
」
に
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
自
治

体
ご
と
の
地
域
性
な
ど
を
反
映
し
た
気

候
非
常
事
態
宣
言
と
す
べ
き
で
あ
り
、

本
市
の
特
色
を
最
大
限
生
か
す
た
め
に

は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質

ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
感
じ
る
が
、
気
候
の
危
機
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
並
ぶ

世
界
規
模
の
危
機
で
あ
る
。
既
に
本
市

で
は
多
く
の
項
目
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
択

し
、
実
現
に
向
け
最
大
限
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。

▼
令
２
陳
情
第
６
号
に
対
す
る
本
会
議

で
の
賛
成
討
論

　

豊
か
な
自
然
を
守
り
継
承
し
て
い
く

た
め
宣
言
を
行
い
、
率
先
し
て
環
境
問

題
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

▼
各
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

市
民
力
を
生
か
し

ま
ち
の
再
生
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を

コ
ロ
ナ
禍
の
中
健
康
保
険
証
を
発
行
し
て
い
な
い
市
民
に

短
期
被
保
険
者
証
を
発
行
せ
よ

創　
和　
会　
　
　
福
森　
真
司

一　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ
い
て

問　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、

秦
野
の
特
性
を
生
か
し
た
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
と
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
未
活
用
の
間
伐
材
を
ま
き
や
チ
ッ

プ
に
加
工
し
、
ボ
イ
ラ
ー
や
ス
ト
ー
ブ

な
ど
の
熱
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、

化
学
燃
料
の
代
替
と
な
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
温
暖
化
防
止
に
貢

献
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
が
有
効

な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用

で
き
る
制
度
設
計
を
進
め
て
ほ
し
い
。

二　
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て

問　
受
動
喫
煙
防
止
に
対
す
る
取
り
組

日
本
共
産
党　
　
　
佐
藤　
文
昭

一　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て

問　
①
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
介
護
施

設
な
ど
へ
の
影
響
、
②
市
職
員
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
実
施
、
③
国
民
健
康
保
険
の

資
格
証
明
書
を
一
時
的
に
被
保
険
者
証

と
み
な
す
国
の
通
知
が
あ
る
が
、
本
市

で
の
短
期
被
保
険
者
証
の
発
行
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
①
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
継
続

し
、
通
所
を
自
粛
す
る
人
に
は
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
訪
問
や
電
話
で
状
況

自
民
・
新
政　
　
　
風
間　
正
子

一　
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

問　
本
格
的
な
梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
を
念
頭
に
置
い
た

避
難
所
の
運
営
体
制
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
一
人
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
従
来

の
３
倍
と
す
る
こ
と
に
加
え
、
発
熱
な

ど
の
症
状
が
あ
る
人
に
は
専
用
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
、
動
線
に
も
注
意
す
る
。

要
望　
ク
ル
ー
ズ
船
内
の
集
団
感
染
に

お
い
て
、
多
く
の
感
染
者
を
受
け
入
れ

な
が
ら
も
感
染
防
止
を
徹
底
し
、
院
内

感
染
を
防
い
だ
自
衛
隊
中
央
病
院
の
事

例
を
参
考
と
し
て
ほ
し
い
。

二　
文
化
財
や
歴
史
あ
る
町
並
み
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
文
化
財
な
ど
を
通
じ
て
ま
ち
の
歴

史
を
紹
介
す
る
取
り
組
み
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
る
が
、
本
町
四
ツ
角
周
辺
に

点
在
す
る
近
代
建
築
物
や
路
地
な
ど
を

生
か
し
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
曽
屋
水
道
を
紹
介
す
る
市
の
取
り

組
み
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
行

う
五
十
嵐
商
店
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
事
業
に
、
文
化
財
担
当
職
員
を
講
師

と
し
て
派
遣
す
る
な
ど
、
民
間
と
連
携

し
た
施
策
も
行
っ
て
い
る
。

要
望　
民
間
の
自
主
性
を
高
め
、
活
発

な
市
民
力
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ
り
、

み
と
今
後
の
啓
発
活
動
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
な
く
し
、

子
ど
も
な
ど
に
配
慮
し
た
マ
ナ
ー
か
ら

ル
ー
ル
化
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
、
今

後
も
健
康
へ
の
影
響
を
広
く
周
知
し
禁

煙
・
受
動
喫
煙
防
止
に
取
り
組
む
。

要
望　
た
ば
こ
を
吸
う
人
も
、
吸
わ
な

い
人
も
、
誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

三　
派
遣
型
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
運
用
に
つ
い
て

問　
市
民
の
生
命
・
身
体
を
守
る
上
で
、

救
急
隊
に
よ
る
高
度
な
救
急
医
療
を
ど

の
よ
う
に
提
供
す
る
の
か
。

答　
心
肺
停
止
な
ど
重
症
度
が
高
い
救

急
要
請
の
際
、
同
乗
す
る
医
師
に
直
接

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
迅
速
に
傷
病
者

支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

三　
環
境
を
意
識
し
た
給
食
事
業
に
つ

い
て

要
望　
中
学
校
給
食
の
受
注
者
か
ら
環

境
に
配
慮
す
る
た
め
食
品
残
さ
を
減
ら

す
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
、
大
変
期
待

し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
マ
イ
箸
の

導
入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

資格証明書ではなく短期被保険者証の発行を
（写真は、短期被保険者証）

効果的な救急ワークステーションの運用を

民間と連携し地域資源を生かしたまちづくりを
（写真は、文化財登録された五十嵐商店）

救
急
隊
に
よ
る
高
度
な
救
急
医
療
を

市
民
に
提
供
し
救
命
率
の
向
上
を

政務活動費の
収支報告をお知らせします

政務活動費とは、議会の審議機能の強化や活性化を
目的とした議員の調査研究その他の活動を行うた
めの経費の一部として交付されるものです。会派と
会派に属さない議員に対して、議員一人当たり年額
42万円（月額 35,000 円）を交付しています。

※ 収支報告書や領収証など証拠書類の写しは、市議
会ホームページに掲載しています。
　 また、市役所本庁舎４階の議会図書室
でもご覧いただけます。

令和元年度下半期（令和元年 10月１日～令和２年３月 31日）

　※残額は市に返還されます。

会派等 交付額（円） 執行額（円） 執行率
創 和 会 １,260,000 558,630 44％
自民党・新政クラブ １,260,000 １,228,455 97％
市 民 ク ラ ブ 630,000 445,119 71％
公 明 党 630,000 565,927 90％
日 本 共 産 党
秦野市議会議員団 420,000 420,000 100％

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

吉村慶一議員 210,000 210,000 100％
木村眞澄議員 210,000 19,049 9％
古木勝久議員 210,000 210,000 100％
伊藤大輔議員 210,000 155,506 74％
合　　　計 ５,040,000 ３,812,686 76％

こちらから確認できます

確
認
を
行
っ
て
い
る
。
②
検
温
や
消
毒

の
徹
底
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。
③
国

の
通
知
に
基
づ
き
、
受
診
を
控
え
る
こ

と
が
な
い
よ
う
周
知
し
て
い
く
。

二　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
学
校
が
再
開
さ
れ
た
が
、

学
校
の
現
状
と
い
じ
め
に
対
す
る
児
童

な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
学
校
再
開
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
、
地
域
別
の
登
校
や
校
内
で
の
３

密
を
避
け
る
座
席
配
置
を
行
う
な
ど
、

教
育
活
動
と
感
染
予
防
の
徹
底
を
両
立

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
特

別
な
配
慮
が
必
要
な
生
徒
に
は
、
相
談

室
を
準
備
し
、
個
別
支
援
の
対
応
を
取

っ
て
い
る
。

問　
学
用
品
な
ど
の
保
護
者
負
担
に
つ

い
て
、
関
係
す
る
要
綱
を
見
直
す
な
ど

負
担
を
軽
減
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
学
用
品
な
ど
の
保
護
者
負
担
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
十
分
に
配
慮
し
、
国

の
動
向
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
、
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

の
救
命
処
置
に
当
た
る
。

要
望　
救
急
隊
の
技
術
の
向
上
と
、
医

師
と
の
連
携
で
高
度
な
救
急
医
療
を
提

供
し
救
命
率
の
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
。


